
 

国土強靱化 民間の取組事例 193  被災者等の支援 

地域を守る！ ▶被災者等の支援 20災害時に支援する 

193 新宿駅周辺ビルとともに行う帰宅困難者支援 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

学校法人工学院大学 
【平成 27年】 

4011105000921 その他防災関連事業者 
【教育，学習支援業】 

東京都 

 取組の概要 

 大学による帰宅困難者対策 

 新宿西口地域は、世界最大の乗降客数 75 万人(平成 25 年度)と

なる新宿駅や、巨大な昼間人口と都市機能が集約する超高層ビル

群が位置している。学校法人工学院大学の新宿キャンパスは同地

区に立地し、地元自治体・ 事業者等と連携し、地域の防災・ 減災

拠点として研究・ 教育・ 社会貢献活動を行っている。首都直下地

震等に備え、毎年、シンポジウム、セミナー、講習会や地域防災

訓練を主導し、得られた成果を広く公開するなど、国内外の巨大

都市のレジリエンス向上に向けたモデル事例となっている。 

 また、平成22年に行われた同大学及び新宿駅周辺地域防災対策

協議会が主体となって地震防災訓練を行った際に・ 新宿西口地域本部」として、地域協働による

情報集約と共有、傷病者対応等も実施している。平成23年 3月の東日本大震災に際しては、帰

宅困難者を自主的に受け入れ、共助の責務を果たすとともに自助としても訓練の成果が機能し

た。 

・  

 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 統計・シミュレーションを基に今後の防災対策を検討 

 同大学では、新宿駅周辺地域との連携による防災・ 減災への取組を推進しており、平成19年に

周辺地域と新宿駅周辺防災対策協議会・ 平成 21年、新宿駅周辺滞留者対策訓練協議会から名称

変更）を立ち上げ、自助・ 共助・ 公助にわたる互いの役割分担である新宿ルールを策定し、大地

震発生時の帰宅困難者対策等新宿駅周辺の地震防災対策を行ってきた。 

 東日本大震災時には、帰宅困難者を自主的に受け入れ、震災後の 3 月 29 日には同大学におい

て新宿駅周辺防災対策協議会は西口地域訓練検証会を開催し、震災当日の状況を振り返るとと

もに、防災訓練の反省点等の検証を行い、より強固な連携の構築を再確認している。 

 平成 24 年 2 月 3 日に行われた東京都大規模総合防災訓練では、同大学は新宿駅周辺事業者と

ともに、帰宅困難者を対象とした情報収集・ 伝達訓練を行い、新宿キャンパスに情報基地を設置

した。統計・ シミレレーシンンを基に、今後の帰宅困難者の集中と混乱の回避する方策を検討す

るなど、今後の防災対策の確立に重要な役割を果たしている。・ 

▲新宿キャンパス・外観 
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 取組の平時における利活用の状況 

  平成21年より 6カ年計画として同大学内に設置されたUDM 都市減災研究センター）では、

建築・ 都市の防災と機能継続に関する総合的な研究に加え、首都圏における防災・ 減災対策の実

践事例を提示し、1次、2次災害の低減を図っている。 

 工学院大学(東京)、東北福祉大学(仙台)、神戸学院大学(神戸)の 3 大学が連携した 防災 減

災・ ランンィアをを中心とした社会貢献教育の展開」プロジェクトは、高度な社会貢献に関する

研究・ 教育を行い、防災・ 減災・ ランンィアを活動を通じて社会に貢献できる学生を育て、送り

出すことを目的としている。 

 

 

▲総合防災訓練の様子 


